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事前質問  液体水素 FC ドローンについての海外ではどのような規制があるか。 

 液体水素を使う FC ドローンについての国内ではどのような規制があるか。 

➢ PwC コンサルティング 杉原 回答 

海外では、ドローン内の液体水素貯蔵容器等に特化した規制は、これまで調査し

た中では該当するものが存在しない。 

国内では、ドローン内の液体水素貯蔵容器等に特化した規制はないが、当該容器

等が高圧ガス容器に該当する場合、「高圧ガス保安法」の規制が係る。運航や地上

設備等では「消防法」も関連する規制となる。 

加えて、「航空法」においても、機体認証の中で審査されることになっているは

ずである。いずれにしても、規制当局と個別相談となる理解。 

＜参考＞「水素燃料電池ドローンにおける高圧ガスの安全に関するガイドライン」 

https://warp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/13022278/www.meti.go.jp/press/202

0/04/20200410002/20200410002.html 

 

会場からの

質問 

中国は調査しないとおっしゃっていたが、ビジネスとして中国やインドの動向は

非常に気なる部分であると思われる。今後、調査検討することはないのか。 

➢ PwC コンサルティング 杉原 回答 

ルール形成という観点では、引き続き欧米を見ていくことが重要であるが、事業

という観点では、中国等はコンペティタでもあり、展開先であるとも考えられる。

そのため、弊社が作成している月次レポート内の「主なニュース」では中国に関す

るニュースを取り上げており、そのような形で触れることは可能である。また、個

別トピックとして深堀りして共有したほうがよい内容については、経済産業省、

NEDO様を含めて議論し、取り上げる必要があると判断した場合、深堀りしてお伝

えしたいと思っている。 
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